
 
 

令和７年９月３０日に町の認定新規就

農者となった境政行さんは、林業を経て令

和２年９月から就農した。現在は約１．５

㌶の畑でブルーベリーやトウモロコシ、ジ

ャガイモなど、町の冷涼な気候を活かした

栽培に取り組んでいる。 

「最初は土づくりから地元の先輩農家

に教わっていた。ようやく収穫までこぎつ

けられた」と境さん。町内は昼夜の寒暖差

が大きいため、糖度の高い野菜が育ちやす

い環境だ。 

ジャガイモは、雪の冷気を利用した貯蔵

庫「雪室」で貯蔵したものを「雪室ジャガ

イモ」として販売している。気温２度・湿

度９０％に保たれた倉庫内で貯蔵された

ものは、鮮度が保たれ甘みが増すといわれ

ており、境さんは「町内外のお客様から高

い評価を得ている」と話す。収穫した野菜

は、町の道の駅や仙台市内等で販売してい

る。 

今後はハウス栽培にも挑戦する予定で

「若い世代にも農業の魅力を伝えながら、

地域に根ざした農業を続けていきたい。ブ

ルーベリーも植え付けから３年目を迎え、

ゆくゆくは観光農園を目指す」と意気込む。 
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